
⼼不全パスの
薬局での運⽤⼿順

岐⾩市薬剤師会
岡村 瑞穂



はじめに

【⼼不全パスにおける薬局の役割】
①パス患者の把握
②情報の⼊⼿
③フォローアップ
④医療機関への情報提供

患者
薬局

かかりつけ医

岐⾩県総合
医療センター



1.パス患者
の発⾒

・⼼不全パス対象患者の
お薬⼿帳には➡
のクリニカルパスが
貼付されている

【役割】
・かかりつけ医や紹介元
医療機関を受診した際
の情報が記載される



2.情報の
⼊⼿
(FAX)

・「情報共有シート」の
共有を地域医療連携部
に依頼する（FAX）

【役割】
・かかりつけ医に発⾏された
「情報共有シート」を薬局
にも送付していただく
＊患者の同意を取得する



表⾯【診療情報】 裏⾯【⽣活情報】
情報共有シート

薬剤に関する情報はココ︕



3.情報の
提供

・かかりつけ医の処⽅で
⼼不全治療薬の⽤量や種類の
変更、追加等があった時に
その内容を岐⾩県総合医療
センターに共有する

【役割】
・かかりつけ薬局から薬剤が
変更になった点と理由を
岐⾩県総合医療センターに
情報提供する



トレーシングレポートの
この欄に

処⽅変更内容と理由
を記載

変更となった処⽅箋の
コピーに変更になった
薬剤部分に印をつける

FAX送付票を含め
3つを病院にFAX



併⽤薬については
トレーシングレポートの
ここにも項⽬あり

【情報提供が必要なケース】
・⼼不全治療薬の⽤量や種類の変更、
追加等があった場合
・特に以下に該当する場合は重要

→⼼臓に影響する可能性のある薬剤
例）・NSAIDs
・抗うつ薬
・⽢草を含む漢⽅



4.症状の
確認

(チェックシート)

・服薬指導・アフターフォローにも活⽤
＊⾃覚症状をチェックシートで相互確認
受信判断を患者と共有

【役割】
・患者が受診⾏動の⽬安として使⽤する
＊退院時に記載内容について説明を受けている
＊かかりつけ医にも送付されている

⽬標体重はココでCheck︕



5.フォロー
アップ
(TR)

・フォローアップ時に、共有
すべき情報を得た場合には
トレーシングレポートを
作成して処⽅医に送る

【役割】
・患者の変化を医師へ伝える
ツール
・「服薬による体調変化」や
「患者の⽣活像」を共有



岐⾩市薬剤師会作成

処⽅医に伝えたいことの
要点を記載

具体的にどのような状況なのか
を記載

⼼不全急性増悪の原因となる
⽣活習慣を網羅

＊すべて埋める必要はありません



岐⾩市薬剤師会作成

⾃覚症状の網掛け部分は
⾚信号の⾃覚症状

➡「すぐに受診」に該当
⼼不全セルフチェックシート

の信号機とリンク

アフターフォローは
受診と受診の間の情報

➡患者に何が起こっているのかが
相⼿に伝わることが重要



まとめ

★薬局への「情報共有シート」の共有 と
処⽅変更時の情報共有
➡岐⾩県総合医療センターとの取り組み

★「あゆみ⼼不全ネット」
➡岐⾩医療圏の⼼不全地域連携クリニカルパス

【岐⾩医療圏】
岐⾩市 / ⽻島市 / 各務原市 / ⼭県市 / 穂積市
本巣市 / 岐南町 / 笠松町 / 北⽅町



Message

薬局は受診と受診の間を⽀える存在です。
病診薬が連携することで、⼼不全患者の症状の悪化や増悪による再⼊院が
回避され、患者の⽣活を地域で⽀えられるようご協⼒ください。

患者
薬局

かかりつけ医

岐⾩県総合
医療センター

よろしくお願いします。


